遂行機能テスト(BADS)と注意機能テストの関係 by 石川 貴士
遂行機能テスト(BADS)と注意機能テストの関係 
FUNCTIONAL RELATIONS BETWEEN AN EXCUIVE FUNCTION 
TEST(BADS) AND TESTS OF ATTENTION 
   
 
石川 貴士 
Takashi  ISHIKAWA 
 
第 1 章 序論
第一節  神経心理的検査とは また，遂行機能は前頭葉と関係があるとされ，前頭葉
を評価する検査として前頭葉簡易機能検査法である
FAB(Frontal Assessment Battery)と BADS の関係も検
討されており，そこでは，FAB と BADS は相関があると
されている(原・水谷，2008；甲斐他，2008；原田他，



















ック，2005) 。多くの研究者は，この Lezak の定義を挙
げている(鹿島，1995；小林・山口・佐野・2003；小林，
2007；加藤，2008；原田他，2008；穴水・加藤，2009；

























 遂行機能の評価検査として，他に TTT(The Tinkertoy 


































第 4 節  問題提起と目的 
 注意機能検査として，ストループ検査，TMT，かな拾
い検査（金子，1989；今村 2000）などが使われる。一方，









第 2 章 方法 
手続き 全員に対し検査を行う前に，事前にどういう
検査なのかを説明し同意書に記入してもらった。 





b) かな拾い検査(a・b) 数唱(順唱・逆唱) BADS(規則
変換カード検査・行為計画検査・鍵探し検査・時間判断
検査・動物園地図検査)。 
























だと判断してはずした。日本版 BADS は，どれか 1 項目
をはずし 5 つの項目でも行えるとされているので，その
ようにしても問題はない。 
第 3 章 結果 
第 1 節  重回帰分析 











































第 2 節  因子分析 























のない最小 2 乗法，プロマックス回転で分析を行った。 
固有値 1 以上を基準とし，因子分析した結果 5 因子構
造であった。次の 6 つ目の固有値が.75 であって急に小さ
くなっていたことからも，5因子が妥当だと考えられる。 
注意検査バッテリーと数唱課題に関する因子分析の結果，
5 因子に分かれた。それぞれ因子 1 を「注意の集中・維
持」，因子 2 を「選択的注意」，因子 3 を「注意の切り替
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